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１ はじめに 









































































公表」の 3 段階で構成されている。 






























































 海外建築研修は､2014-18 年度の 5 年間に
4 回開催して､延べ参加学生数 77 名(建築学

























コのイスタンブール(図 4)に渡る 14 日間の
研修。筆者の研修前講義 5 回と簡易イタリ




















    
図 2：「研修記」2014,15,16,18 年度 
表 1：2014,15,16,18 年度 海外建築研修と国際交流の経緯  
図 3パルテノン神殿,アテネ 図 4ハギア･ソフィア 
前 438 年,ドーリア様式    イスタンブール,360 年 
古典主義建築の規範     ビザンチン建築の白眉 
2-3
?????????????3?1?2018?2-1?～2-8?
 □2015 年度：「地中海芸術と建築文化 2」 






して 9 日間で研修した。渡航前講義 4 回と
マセド准教授による簡易スペイン語講義









□2016 年度： ｢北欧芸術と建築文化」 





ゥルク(図 8)に移動して 9 日間で研修した。




































(図 12)まで 11 日間の研修。渡航前には､田
内雅規先生による特別講義、筆者達による
研修前講義 5 回と簡易イタリア語講座を開








図 7 ストックホルム市庁舎  図 8 トゥルクの礼拝堂   
ストックホルム,1923 年    トゥルク,1941 年 
エストベリ,北欧ロマン主義  ブリュックマン 
図 5 ル･トロネ修道院     図 6 バルセロナ館   
マルセイユ近郊,1160 年頃   バルセロナ,1929 年 
ロマネスク,現代建築に影響   ミース,モダニズム 
図 9 フィレンツェ大学  図 10 講義風景 
建築学部展示室       左:F･アリゴーニ  
右:A･ナタリーニ 
図 11 ｻﾝ･ｶﾙﾛ･ｱｯﾚ･ｸｱｯﾄﾛ･ﾌｫﾝﾀｰﾈ 図 12 王宮内図書館 
ローマ,1641 年        プラハ,16-18 世紀   
F･ボロミーニ,バロックの傑作  チェコのバロック 
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流の意義 2.建築教育プログラムの充実  
























































                                                       
 





表 2 5 つの観点と定義 
図 13 国際交流の必要性 
図 15 参加動機・目的の達成 
図 14 社会や建築への理解や再認識 
アンケート概要 n=12 
対象 2018 年度研修・交流参加学生 12 名 
      建築･都市デザイン領域 2･3 年生 10 名 
    デザイン工学科 1年生 2名 
日時 研修前アンケート 2018 年 07 月 17 日 











































































図 17 語学習得の必要性 
図 18 海外留学の意欲向上 
図 16 知的好奇心の充実 
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  今後の建築教育の方向､2019 年､日本建築学会 
2) 古屋誠章､日本建築学会機関誌:建築雑誌 vol.134 
 2019 年､日本建築学会 
3) アンドリュー･リーチ､建築史とは何か？ 
  2016 年､中央公論美術出版 
4) ブルーノ･ゼーヴィ､空間としての建築上･下 
  1977 年､鹿島出版会 
5) K･フロンメル､イタリア･ルネサンスの建築 
   2011 年､鹿島出版会 
Significance of Overseas Architectural Training Curriculum 
and International Exchange in Architectural Education: 
Prospects for the Department of Architecture 
and the Graduate School of Architecture Education Program Established in 2021 
Hiromitsu IWAMOTO ( Okayama Prefectural University) , Kazuhiro HATA ( Okayama Prefectural University) 
In order to train architects with an international perspective, it is essential to overseas 
architectural training and international exchange curriculum. Thinking that learning 
excellent traditional architecture is important for architectural design, the author and 
others got 77 student participants from 2014-18 and conducted training and exchanges 
in 9 countries, 23 cities for 4 times in total . The educational effect of this project is not 
only the acquisition of the living architectural history by experiences, but also the 
impression of the observation of the architectural space nurtures the creative power of 
the design, and thus opens the way to architectural theory. Therefore, we asked the 
questionnaire from participants in 2018 and verified the effect.  
Keywords：Overseas architectural training, International exchange, Curriculum, University of Florence 
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